
　自己点検評価シート３

大項目 教育委員会が管理執行を教育長に委任する事務

政策：生涯学習ネットワークの整備充実
施策：生涯学習システムの拡充

小項目 実績 評点 点検評価

公民館運営管理
事業

1,252千円
・公民館館長・主事が主体となって各地区（６地区）ごと
において生涯学習等に関する公民館事業（教室、講演
会、講座等）を実施し、常に市民が利用するための場を
提供した。
　各地区事業開催延べ２０事業実施、延べ参加者数
4,394人
・市内の中央公民館６館、分館３館での事業運営経費
　公民館運営審議会委員（40人）報酬　317千円
　館長・分館長・主事（52人）報償　720千円

3.0

公民館運営審議委員の活
動内容が不明瞭であり、館
長、主事との連携がない地
区がある。
地域によるバラツキが感じら
れる。委員会が支援・助言を
しっかり行い、公民館事業の
活性化を図る必要がある。

生涯学習講座拡
充事業

3,869千円
・市民がいつでも自由に学習機会を選択し、学ぶことが
できるように様々な生涯学習講座（76講座）を開催した。
　各種講座開催　延べ参加者数　1,490人（大人960人、
子供530人）
・親子の教室：陶芸教室・木工教室・望遠鏡作り等
・教養講座：トラベル韓国語教室、薬草教室、折り紙教室
等
・趣味の講座：絵手紙教室・寄せ植え作り教室・料理教
室等
・映画鑑賞会：夏休み子ども映画会・春の映画鑑賞会
・生涯学習事業を推進するための社会教育委員（20人）
報酬150千円
・社会教育関係団体活動支援（地域団体・女性団体）
1,339千円
＊社会教育団体　Ｈ22年度末44団体

3.5

平成２１年度１講座あたりの
参加者数は３．１人平成２２
年度は約２．０人と減少。原
因を調査し、多くの人が参加
できる工夫が必要

小項目 実績 評点 点検評価

図書館活動によ
る生涯学習支援
提供事業

　528千円
　市民が自主的な学習活動ができるよう、講演会や各種
講座を開催した。
講演会（上野千鶴子氏）３０８人、教養講座「読書のすす
め」「古文書を通してみた江戸時代の庶民の生活」（２回）
延べ５８人、農業講座１５人、環境講座９人、朗読入門講
座（５回）延べ５７人、読み聞かせ講座（３回）延べ２９人
の参加者があった。今年度は、国民読書年事業、「ブック
カバー配布」「図書館スタンプラリー」では、全図書館を
回った利用者にライライマグネットをプレゼントした。読書
感想文おたすけ隊（延46名）詩を楽しむ会（延36名）を
行った。また、子どもを対象とした手作り絵本講座、子ど
も読書まつり、夏休み人形劇、読書フェスタ、工作教室、
科学実験あそび、子ども映画会、エコ工作等には、延べ
２，０７２人の参加者があった。
　講演会は例年に比べ参加者が多かった。各館の特色
ある講座については、どの講座も多少ではあるが参加者
が増えている。これからも、講座の内容を検討し、多くの
方が参加できるよう実施していきたい。また、広報や図書
館のホームページ、ポスター等により市民に周知できるよ
う努めていきたい。

3.6

講演会については、生涯学
習課の講演会と統合させる
ことを検討してみる必要があ
る。

　中項目
担当課：生涯学習課

担当課：市立図書館
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小項目 実績 評点 点検評価

ブックスタート事業

　896千円
　南アルプス市で生まれたすべての赤ちゃんに、健康増
進課で実施している４ヶ月乳児健診の会場で、ミニおは
なし会（てぶくろ人形・絵本の読み聞かせ・わらべうた）を
行い、絵本とおすすめ本の小冊子、図書館の案内等の
入ったブックスタートバックを手渡している。絵本の読み
聞かせが、赤ちゃんの言葉と心の成長に欠かせないもの
であり、保護者にとっても心安らぐ楽しいひとときであるこ
とを伝え、家庭における読み聞かせや図書館利用を勧
めている。
　年間２４回実施
　対象乳児数６１０人（平成２２年１月から１２月生まれの
乳児）

4.0
読み聞かせの大切さについ
て知る良い機会となってい
る。

子どもの読書活
動推進計画事業

　555千円
　子どもの読書活動推進協議会においては会議を２回
開催した。会議の中で、これからの読書環境の整備をす
すめていくためには子どもたちの実態を把握する必要が
あり、子どもの読書活動や読書環境について調査を7月
に実施し、平成23年2月末に「子どもの読書調査に関す
るアンケート調査2010」として発行した。
　図書館としての活動は、幼児と保護者を対象にしたお
はなし会（２，０１９人）、乳幼児と保護者を対象にしたお
はなし会0．1．2．（１，４０１人）を全館で定期的に実施し
ている。おはなし会出前サービスとして、司書が保育所
に出向きおはなし会を行っている。子育て支援課と連携
し、保育所の図書購入時の参考に図書リストの一覧を提
示した。

3.6
読書意欲を向上させることに
効果を上げている。

政策：生涯学習ネットワークの整備充実
施策：生涯学習拠点の整備充実

小項目 実績 評点 点検評価

生涯学習施設
（指定管理）管理
事業

　75,806千円
・市の生涯学習を推進していくため、積極的に指定管理
者制度の導入を図り、生涯学習施設の効率的な運用を
推進した。また、施設の維持管理に努め、常に市民が利
用し生涯学習の場を提供した。
　八田高度農業情報センター（18,650千円、16,405人）
　若草生涯学習センター（11,160千円、78,658人）
　櫛形生涯学習センター（22,334千円、29,189人）
　甲西農村環境改善センター（9,401千円、27,158人）
　櫛形北地区農村環境改善センター（2,540千円、
16,006人）
　櫛形西地区農村環境改善センター（2,340千円、8,946
人）
　働く婦人の家（4,079千円、29,980人）
　豊文化教室（150千円、1,353人）
　指定管理施設修繕　5,152千円

3.0

不登校児童生徒のための教
室がある甲西農村環境改善
センターは、指定管理者の
管理より直接管理することが
望ましいと思われる。

生涯学習施設
（直営管理）管理
事業

　2,418千円
・市民が自主的な生涯学習等の講座（集会）を開催でき
るように施設の場を提供した。また施設維持管理に努
め、市民がいつでもどこでも必要なときに生涯学習が行
える環境を整えた。
　白根中央公民館（491千円、3,903人）
  白根コミュニティー館（720千円、5,882人）
　芦安高齢者コミュニティセンター（261千円、948人）
　ふるさと天文館（946千円、775人）

3.4

　中項目
担当課：生涯学習課
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小項目 実績 評点 点検評価

図書館資料充実
事業

　20,000千円
　市民の学習要求の多様化・高度化に伴い、最新の資
料や情報を整備し、資料提供によって市民の学習意欲
の喚起や読書の普及を図った。
  図書購入冊数１１，３７０冊（蔵書冊数３０４，２６０冊）
　視聴覚資料購入数１３６点（蔵書点数７，３９１点）
　市民一人当たりの資料数４．２８冊
　館外貸出冊数４４９，０８９冊（昨年度より１１，８０４冊の
減、市民一人当たり６．１６冊の貸出冊数）　貸出冊数の
減は、東北地震に伴う、計画停電及び櫛形図書館につ
いては、開館時間を1時間の短縮などによる来館者の減
少によるものと思われる。
　新鮮で魅力ある情報を市民に提供できるよう、各館の
職員全員で資料を選定し、週１回担当者による選書会議
で検討した上で、地元書店組合から購入している。市内
図書館の資料が、幅広い蔵書内容になるよう努めてい
る。

3.4
更に蔵書内容の充実に努力
が必要である。

市立図書館と地
域とのネットワー
ク化事業

　5,604千円
　利用者は１枚の利用カードで全館から貸出、返却、予
約等ができる。また、携帯電話や自宅のパソコンから図
書館のホームページにアクセスし、資料の検索や予約、
新しい情報を得ることができるよう、図書館ネットワークシ
ステムの整備をおこなっている。
　今年度は、利用者からの質問や調査事項に応じたレ
ファレンスの事例を４６件追加し公開した。図書館ホーム
ページからの資料予約数６，６９１件。おすすめの本の紹
介を６０回実施した。メールマガジン登録者に、司書のお
すすめ本や図書館のお得情報、地域の情報などを載せ
たメールマガジンを毎月１回送信した。メールマガジン登
録件数２００件（平成２３年３月３１日現在）となった。
　市内図書館に返却された資料（図書・雑誌）や予約資
料は、メール便によって各館に配送されている。市役所
メール便が回らない土曜日、日曜日のいずれかの1日
を、図書館独自で回り、資料を配送している。回送数１
５，２６０冊と年々数が多くなっていることから、複数の図
書館を利用している利用者が増えていることがわかる。
図書館ホームページからの資料予約数も予約数全体の
３２．６％をしめている。

3.4

市立図書館施設
充実事業

   100千円
　白根桃源図書館は、手狭のため、平成２２年度から、白
根健康福祉センター内の白根児童館の多目的スペース
を使用して、図書館事業（春の図書館まつり）を児童館と
合同で行い参加者も増えている。
　白根桃源図書館が閉架書庫として使用していた中央
公民館が商工会となり、旧商工会が白根地区の中央公
民館になったため、資料を移動し中央公民館の一室を
閉架書庫とした。
　各図書館とも蔵書収容スペースが少ないため、収容冊
数に限界がある。特に閉架書庫が手狭になってきてお
り、保存スペースの確保が必要となってきている。

3.2
白根桃源図書館は、活動内
容・利用者数に比べて狭あ
いである。

担当課：市立図書館
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政策：学校教育の充実
施策：次代を担う人づくりの推進 担当課:教育総務課

小項目 実績 評点 点検評価

小学校・中学校
教育系パソコン
維持管理事業

　 5,621千円
　新学習指導要領（ｈ14～）に基づき、情報教育を充実
するために、全ての教室で児童及び教員がインターネッ
トを活用できる環境を整備している。
　また、平成１７年度に「南アルプス市教育系パソコン整
備計画」を策定し、小中学校間で統一した整備を実施し
ており、維持管理についても、市内の教育用パソコン端
末機器等を一括して保守管理することで、経費の軽減を
図っている。
　・教育用パソコンシステム保守業務
　・教育系ネットワーク保守業務
　・教育用パソコン修繕業務

3.2
教員のパソコンネットワーク
の利用状況に課題がある。

学校給食一般管
理事業

　 1,408千円
・学校給食費の徴収事務を行った。
・毎月口座振替不能者には未納通知を学校を通じて送
付、折に触れ納付の勧告も行ってもらっている。督促状
の配布や子ども手当による納付、それに電話による催告
等により前年度は98.73％だった収納率が99.32％と向上
した。
・平成２２年度より給食賦課徴収業務が、業務系システム
に移行し収納業務が市収納業務に一元化され簡略化さ
れた。

3.5

教育的配慮を行いながら給
食費未納保護者からの収納
に更なる努力が必要であ
る。
学校との連携を強め、収納
率向上に努めた。
前々年度は99.59%であり、
継続した対応が望まれる。

学校給食助成事
業

　14,236千円
・少子化対策、子育て支援を目的として、義務教育課程
の小中学校等に在籍する児童生徒が3人以上の世帯に
対し３人目以降の児童生徒の学校給食費を助成する事
業で、学校給食費完納者に対して年度単位で助成す
る。
・申請者２９２人のところ２８９人に支給し９８．９７％の助成
率。
・上位目的の少子化対策の成果が図れていないため、
次年度に制度改正を行う。

3.4 制度の見直しを行う。

小項目 実績 評点 点検評価

特別支援教育
等、市単講師配
置事業

　88,277千円（市単教員３４人賃金）
・市単教職員の配置により、児童生徒の実態に応じたき
め細かな指導の充実を図ることにより、基礎学力の向上
及び自ら考える力の育成を図った。また、１学級３７人以
上の小学校に市単教員を配置したり、複式学級の解消、
特別支援教育推進のため障害やその状況に応じた支援
員の配置を行った。
・多人数学級支援　８人、複式学級解消　　２人、通常学
級における特別支援　２２人、大規模校養護教諭補助員
１人、小規模校には配置されない事務職員　１人の計３４
人の支援員を配置した。（昨年度は３７人）
・市内小中学校の通常学級において特別支援を必要と
している児童生徒が増加傾向にある。

4.2

市独自の配置により、各校
の教育充実に大きく貢献し
ている。効果的な実践とそれ
ぞれの市単教師の意欲的な
取り組みを期待したい。
個別支援を必要とする児童
生徒の増加や学力向上のた
めのきめ細かな指導に対し
て大きな成果を上げている。
本市の学校教育の充実のた
めに、必要な事業であり、成
果を上げている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当課:南アルプス教育推進課

　中項目
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政策：学校教育の充実
施策：生きる力を育む学校教育の推進

小項目 実績 評点 点検評価

教育委員会関係
事務事業

　1,675千円
　・教育委員会の円滑な運営を図り、教育行政の基本方
針や施策について審議し、決議した。
　・市内小中学校22校の学校を訪問し学校長との意見交
換、授業参観、給食試食、施設状況の視察を行った。
　・教育委員先進地県外視察研修（岐阜県本巣市真桑
小学校及び愛知県瀬戸市瀬戸養護学校）を行った。そ
の他研修会各種行事へ出席をした。
　・教育振興推進のため、その使命と責務に努めた。

3.8
本市教育の充実と推進を図
る上で効果があった。

教育委員会事務
局組織管理運営
事務事業

　11,993千円
　・教育委員会事務局組織に必要な事項を定め、所管
事務を明確にし、教育行政事務の適正と効率的な運営
を行った。
　・事務用機器、公用車、各種加盟団体への負担金など
の支出があった。
　・事務の効率性を高め継続して経費の削減に努めてい
く必要がある。

3.5

小林愛則育英奨
学会給付事務事
業

　
　700千円
　・小林愛則育英奨学金は、基金を基に将来社会の中
核となる優秀な人材を育成することを目的とし給付事業
を行っている。
　市内の中学校を優秀な成績で卒業し大学進学を目指
している高校生に、奨学金を給付する。
　・給付額は、年間一人10万円を1学年3名を限度とし3
年間給付する。
平成２２年度は７名に授与し、勉学の励みになっている。

3.6

芦安育英奨学会
貸与事務事業

　960千円
　・芦安地区から高等学校等に通学するため、奨学金を
希望する者に対して月額1万円、年間12万円を貸与す
る。
   平成２２年度貸与者は、８名。
※芦安村過疎対策条例（暫定）

2.8

市奨学金制度との統合を検
討する必要がある。
県内一学区となった現在、
その必要性は薄れてきてい
る。廃止してもよいか検討す
べき

就学援助、就学
奨励事業

　51,903千円
（要保護児童生徒２２名、準要保護児童生徒６４２名、特
別支援教育就学奨励児童生徒３８名）
・就学に困難な児童に対して、学用品費等を援助するこ
とにより義務教育の円滑化を図る。また、特別支援学級
に通う児童に対して保護者の負担能力に応じ経済的負
担を軽減する就学支援を行った。
・対象児童生徒の保護者の経済的負担の軽減が図られ
た。

3.8

学校図書館蔵書
管理事業

　5,121千円
・学校図書館における蔵書管理を電算システムにより行
い、市内全小中学校で蔵書の管理を効率的、体系的に
行うとともに、学校間での蔵書の情報共有等の機能を活
用することで、学校図書館の充実を図った。

3.4

担当課:教育総務課
　中項目
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小項目 実績 評点 点検評価

就学時健診事業

 
1,518千円（健診児童数　792人）
・翌年度就学予定の児童に対して、健康診断等を行い、
就学予定児童の心身の状況を把握して適正な就学指導
を行った。
・健診実施場所を統一化した。知能検査の実施方法の
統一化については、公立保育所と私立幼稚園の一部が
図られたが、残りの私立幼稚園については図られていな
いので今後の検討である。

3.4
昨年度の課題解決に向け努
力した。

安全対策事業
（防犯ブザー貸
与）

 
277千円
・登下校時の安全対策として、市内小学校新入生に防
犯ブザーを貸与した。（平成１７年度で、小学校全員が保
有することになった。）
・入学時に新１年生に７５０個を貸与することで、登下校
時の安全管理を図ることができた。
・中学生にも貸与の要望が3l<安全管理の面から現状を
把握する中で検討をしていく必要がある。

3.4
小学校入学時に貸与し、以
後は個人購入が望ましい。

AED(自動体外式
除細動器）配置
事業

　1,501千円
・学校行事の中でいつ発生するかもしれない、心肺停止
による事故への対応を図るため、市内小中学校２２校に
AEDを配備している。
・夏季休業中の２日間（８月９～１０日）で、市内小中学校
の先生方を対象に普通救命講習会を実施し、AEDの使
用方法等の周知を図った。

3.8
校内において使用法につい
ての定期的な講習会実施が
必要である。

通学補助事業

　1,267千円
・遠距離通学をしている児童生徒の保護者に定期代を
補助し、経済的な負担の軽減を行った。　若草小学校
（下今井地区１、２年生　３７人）
・遠距離通学を行う児童のバス通学を認めることにより、
交通事故や不審者等による事件がなく、安全安心な通
学を行うことができたが、一方他の学校にも同様な遠距
離通学児童もいるため、不均衡が生じている。

3.2

学校教職員健康
診断等委託事業

　6,723千円
・学校教職員の健康診断を行うことで、健康管理体制が
充実できた。また、心臓検診を追加した。
　（胃検診・結核健診・心臓検診・基本健診・健康相談）

3.6

学校環境検査委
託事業

　1,733千円
・学校において安全に過ごせる学習環境の整備と充実を
図るため、室内空気中化学物質検査、ダニアレルゲン測
定検査を行った。（各校年１回）
・検査結果に対する各学校の対応状況について、検査
専門機関に検査依頼を行っており、結果を基に専門知
識による指導等を受けた。

3.4

私立幼稚園就園
奨励及び援助事
業

　20,328千円（20園　374名）
・幼稚園教育を奨励するため、私立幼稚園の設置者に
対して入園料及び保育料の減免を行う場合、私立幼稚
園就園奨励費を支給した。
・保護者の経済的負担の軽減が図られた。
・国の補助事業であるため、各自治体で実施している
が、補助率が1/3以内ということもあり自治体間で所得制
限の基準も補助金額も差がある。本市は財政的な理由
により所得基準も補助金も国の基準より少ない。

2.8
更に保護者の経済的負担の
軽減を図る必要がある。

担当課:教育総務課
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小項目 実績 評点 点検評価

学校管理事業
（小学校関係）

　167,049千円
・市内小学校１５校の管理運営を行う。児童が安全に伸
びやかに過ごせる学習環境の整備と充実を図ることがで
きた。
・市内１５校の管理運営を行うことで、学習環境の整備と
充実を図ることができた。（学校修繕料、管理備品の購
入、光熱水費、委託料等）
・老朽化の進んでいる学校については、学習環境の整
備のための管理費（修繕料）等の経費が必要になる。

3.2

学校管理事業
（中学校関係）

　86,493千円
・市内、中学校７校の管理運営を行う。生徒が安全に伸
びやかに過ごせる学習環境の整備と充実を図ることがで
きた。
・市内中学校７校の管理運営を行うことで、学習環境の
整備と充実を図ることができた（学校修繕料、管理備品
購入、光熱水費、委託料等）
・老朽化の進んでいる学校については、学習環境の整
備のための管理費（修繕料）等の経費が必要になる。

3.2

教育振興事業
（小学校関係）

　82,453千円
・市内小学校１５校の振興運営を行う。特色ある学校教
育づくり、総合的な学習充実、教育課程を実施すること
ができた。
・市内小学校１５校の振興運営を行うことで、特色ある学
校教育づくり、教育課程を実施することができた。（教材
補助、各種検査料、教材備品購入、校外行事補助）
・平成２３年度からの新学習指導要領の改訂に伴い教材
備品等の整備が必要になる。

3.4
各校の特色ある学校づくり
に効果的

教育振興事業
（中学校関係）

　
　77,659千円
・市内中学校７校の振興運営を行う。特色ある学校教育
づくり、総合的な学習充実、教育課程を実施することが
できた。
・市内中学校７校の振興運営を行うことで、特色ある学校
教育づくり、教育課程を実施することができた。（教材備
品、各種検査料、教材備品購入、校外行事補助等）
・平成２４年度からの新学習指導要領の改訂に伴い教材
備品等の整備が必要になる。

3.4
各校の特色ある学校づくりに
効果的

小中学校体育大
会等参加補助事
業

　
　18,361千円
・文化部、体育部で参加する関東、全国大会に参加する
ための経費を補助することで、生徒に広くスポーツ実践
の機会を与え、体力、技術の向上とスポーツ精神の高揚
を図り心身ともに健康な生徒の育成ができた。
・櫛形中学校駅伝部が、男女とも全国大会出場するなど
輝かしい成績を挙げることができた。また、様々な部活動
において好成績を挙げることができた。
（補助件数40件）

3.7
活動意欲を高める上で効果
を上げている。

学校給食食材事
業

391,009千円
・児童生徒等に安心安全な食材をできるだけ安く購入す
る。
・児童生徒が生涯にわたって健康で生き生きした生活が
送れるように、また、児童生徒の一人一人が正しい食事
のあり方や望ましい食習慣を身に着けて自ら健康管理が
できるよう学校給食を通して食育の推進に努めるとともに
児童生徒への学校給食提供にあたり、地産地消の食材
も取り入れながら安心安全な食材を安価で購入した。

3.6

担当課:教育総務課
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政策：学校教育の充実
施策：生きる力を育む学校教育の推進　　　　　　　 　    　      担当課:南アルプス教育推進課

小項目 実績 評点 点検評価

外国語指導助手
配置管理事業

　33,838千円
・市内２２小中学校へ8人の外国語指導助手（ALT）を配
置した。ネイティブなALTを配置することにより、児童生
徒のコミュニケーション能力の向上を図り、ネイティブな
外国語に親しむことや異文化に触れることが目的であ
る。
・新学習指導要領完全実施を見据えて、より計画的に適
正なALTの配置が必要である。
・小学校に導入される「外国語活動の時間」の充実を図
るため、外国語活動の指導方法やALTとの授業の進め
方について研修を行い、H２３年度から完全実施となる外
国語活動についてより一層の理解を深めた。
・配置しているALTの外国語授業見学や小学校外国語
活動担当者会議を通じ、各小中学校のALTの配置状況
やニーズを把握した。
・JETプログラム、姉妹都市ALTの配置を今年度で廃止し
た。

4.1

児童生徒がより楽しく意欲的
に学べるよう学校現場での
充実活用を期待する
小学校においては、授業の
中におけるＡＬＴの有効な活
用について研修が必要であ
る。
平成２３年完全実施に向け、
その取組みは県内において
も先進的である。研修や担
当者会議を通じて各校へ指
導方法・体制が充実してき
た。

学校現場を熟知した教育推
進課の職員３名との連携に
より、個を生かす学び合い
のある授業へと改善が進み
児童生徒の学習意欲が高
まっている。
自然や環境保護への意欲、
郷土愛を育てる上で成果を
上げている。

○学びの質を高める授業づくり推進事業
　300千円（100千円×指定校3校）
・南アルプス教育の推進及び学校教育の充実を図るた
め、指定校３校（白根飯野小・落合小・南湖小）におい
て、南アルプス教育の方針に沿った授業づくりを推進し
た。
・指定校は、習熟や暗記に傾斜した一斉授業の学習形
態から、ペア学習やグループ学習を授業の中に取り入
れ児童相互のコミュニケーションの機会を増やし、思考
の多様性、人との関わり方を大切にした授業の研究会を
年間を通して実施した。
○南アルプス自然体験推進事業
　300千円（100千円×指定校3校）
・学習指導要領では、今後の教育活動において自然体
験や社会体験等の体験活動の充実が求められている。
本事業の指定校においては、本市の豊かな自然を活か
した登山体験や自然体験活動を実施した。これらの活動
は、南アルプスの自然の素晴らしさを知り、豊かな感性を
育て、仲間作りの大切さを学ぶ機会であり、人間性やふ
るさとを愛する心をはぐくむ大切な取り組みである。
○いじめ不登校未然防止推進事業
　1,323千円
・本事業には指定校5校(八田小、白根源小、白根東小、
若草南小、甲西中）を指定し、児童生徒が安心して学習
に取り組めるよう、いじめ・不登校の未然防止の視点に
立ち、教員が客観的に学級の状態を把握できるQ-Uテ
ストを実施した。さらに、指定校においては、Q-Uテストの
分析結果を活かした研究会を行い公開授業も行ってい
る。
○教職員研修事業
　50千円
　教職員の指導力向上、教育上における見識を深める
ための教育講演会を実施した。（参加者１９８人）

4.1

　中項目

市指定研究事
業
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小項目 実績 評点 点検評価

地域ふれあい道
徳教育推進事業

　950千円
（50千円×13小学校、50千円×6中学校）
・若草中学校区を除く小中学校を指定校とし、特色ある
道徳教育の推進及び地域の人々とのふれあいを中心と
した道徳教育の取り組みを進め、本市の最重要課題の
一つである「心の教育の充実」を図った。
・取り組みの例としては、外部講師を授業に招き、命の尊
さを学んだり、自然保護活動を長年行っている方から南
アルプスの自然のすばらしさや自然を愛護する心を学ん
だり、障害のある方々とのふれあいから思いやりの心や
福祉について考える貴重な機会となっている。

3.6
年度末に市内各校の実践を
報告し、成果の交流を図っ
ている。

「やまなし」心づく
り研究指定校事
業

　602千円
（若草中200千円、若草小201千円、若草南小201千円）
・家庭・地域との連携の上に、小･中学校が連携し、義務
教育9年間を見通した道徳教育推進事業である。
・地域・小中学校、山梨県、市教委の関係者を小中連携
協議会の委員に委嘱・任命し、地域と学校が連携した道
徳教育の具体的な取り組みについて協議した。

3.8

地域ぐるみで「心の教育の
充実」にあたり、今後に期待
したい。
今まで地域と連携し培ってき
た道徳教育の集大成とし
て、取組みを支援したい。

道徳教育総合支
援事業

　4,173千円
・山梨県教育委員会からの委託事業
・道徳教育用教材活用（文部科学省が著作権を有する
教材）を購入し、道徳授業に使用する。

3.4

小学校指導書・
教師用教科書購
入事業

　21,642千円
　小学校における新学習指導要領が平成23年度より完
全実施になることに伴い、小学校教科用図書採択の結
果を受け今後4年間使用する教科書が決定した。これを
受けて、指導書及び教師用教科書を購入した。

3.3
現場での有効活用に期待す
る

南アルプス市教
育支援センター
事業

　5,954千円
・学校へ登校することが困難な児童生徒が通う適応指導
教室では、学校復帰を目指し、家庭と連絡を取りながら
学習支援、教育相談を行った。
・支援センターの知名度や支援を必要としている人が増
大しているため入室者や相談者が大幅に増加した（入級
登録者数３０人（平均登所者数１０人）、相談件数９８６件
（最大数））。
・家庭、学校、関係機関との連携を図り、登所していた中
学校3年の生徒が高校へ進学した人数は１４人となって
いる。
・入室者や相談者が増えたことにより、緊急雇用制度を
活用し適応指導教室での学習支援体制を充実させ、１
～３月の3ヶ月間指導員を１名採用し対応した。

4.2

不登校、発達障害等の課題
のある児童生徒にとどまら
ず、保護者、教師への支援
相談など献身的に対応し大
きな成果を上げている。
相談者と学校をしっかりつな
げていく取組みを続けたい。

担当課：南アルプス教育政策推進課
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小項目 実績 評点 点検評価

地域ぐるみの学
校安全体制整備
事業（スクール
ガードリーダー・
学校応援団に関
すること）

○スクールガードリーダー事業
623千円
・学校安全管理の一層の充実を図ることを目的とし市内
に４名のスクールガードリーダーを委嘱し、学校巡回指
導・学校施設整備の点検・放課後における安全パトロー
ル・通学路の安全点検・児童への安全指導を行った。
・スクールガードリーダーと各地区の「子を守る会」「孫を
守る会」等のボランティアが連携しながら、効果的な安全
管理を図ることができている。（スクールガード登録者数
H２２年度　1,825人）
○南アルプス市学校応援団事業
1,509千円
･学校の教育活動への支援を行うために学校応援団実
行委員会を組織し、また市内の各中学校区において地
区代表・コーディネーターを中心に学校応援団を組織し
た。
・それぞれの地区において、地区内の各学校からの教育
的ニーズに対応できるボランティアを募集し、ボランティ
ア人材バンクを整備した。（ボランティア登録者数　Ｈ２２
年度末439人）

4.0

担当課職員の的確な企画と
運営努力により、学校応援
団事業が地域に根付いてき
ている。学校支援ボランティ
アの受け入れによって体験
的学習が充実拡大した。ま
た、学校応援団によって学
校と地域の連携がより強化さ
れた。
学校と地域をつなげる核とし
て支援を続けたい。

　中項目
政策：学校教育の充実
施策：学校施設の整備充実

小項目 実績 評点 コメント

小学校施設整備
事業（単独）

　4,177千円
　小学校（15校）の既存する施設及び設備について、耐
震補強及び改修を最優先に実施する中で、経年劣化等
に伴う施設改修や設備更新を行っており、学校間の格
差を是正し、学校施設の耐久性を計画的に向上すること
ができた。
・落合小灯油タンク改修工事
　（H21からの事故繰越)
　・小笠原、落合小電話機更新工事　設計　329千円
　(H23に明許繰越)
　・豊小土壌地下水ボーリング調査　6,300千円
　

3.6

安全安心な学校
づくり交付金小学
校施設整備事業

　125,076千円
〈白根東小学校屋外水泳プール改築事業〉
　築後３３年が経過しており、施設（コンクリート製プール）
設備共に老朽化が進み、また低学年用プールも未整備
であったため屋内運動場改築事業と併せて改築施工。
・ＦＲＰ製プール、２５ｍ×１５ｍ（７コース）、１０ｍ×５ｍ
（低学年用）

4.0
屋内運動場と共に改築がで
き、経費の節減が実現した。

経済危機対策臨
時交付金(小学
校)

　12,071千円
市内小学校において、新学習指導要領に対応した理科
教育設備の整備及び老朽化した機器の更新を行った。

3.6

担当課：南アルプス教育政策推進課

担当課：教育総務課
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小項目 実績 評点 点検評価

きめ細かな臨時
交付金小学校施
設整備事業

119,730千円　〈Ｈ２１からの明許繰越〉
　平成２１年度経済対策事業である『きめ細かな臨時交
付金』により、安心・安全な暮らしの実現及び防犯・防災
強化を図るため、教育施設の耐震化対策事業等施設整
備を実施している。
　・櫛形西小校舎屋上防水工事
　・白根飯野小グラウンド改良工事
　・小笠原小床改修工事　等
　〈Ｈ２３に明許繰越〉
　・若草小屋内運動場改修工事
　・若草小給食配膳室改修工事　等　46,426千円

3.6

公共投資臨時交
付金小学校施設
整備事業

　503,057千円　〈Ｈ２１からの明許繰越〉
　平成２１年度経済対策事業である『経済危機対策・公
共投資臨時交付金』により、安心・安全な暮らしの実現及
び防犯・防災強化を図るため、教育施設の耐震化対策
事業等施設整備を実施している。
　・白根東小屋内運動場改築工事
　・南湖小屋内運動場改築工事
　・小笠原小、大明小、南湖小太陽光発電設備工事

3.6

中学校施設整備
事業（単独）

　1,202千円
　中学校（ 7校）の既存する施設及び設備について、耐
震補強及び改修を最優先に実施する中で、経年劣化等
に伴う施設改修や設備更新を行っており、学校間の格
差を是正し、学校施設の耐久性を計画的に向上すること
ができた。
・白根御勅使中屋内運動場照明改修工事

3.6

経済危機対策臨
時交付金(中学
校)

　2,181千円
市内中学校において、新学習指導要領に対応した理科
教育設備の整備及び老朽化した機器の更新を行った。

3.6

きめ細かな臨時
交付金中学校施
設整備事業

　15,465千円　〈Ｈ２１から明許繰越〉
　平成２１年度経済対策事業である『きめ細かな臨時交
付金』により、安心・安全な暮らしの実現及び防犯・防災
強化を図るため、教育施設の耐震化対策事業等施設整
備を実施している。
　・白根御勅使中教室ドア改修工事
　・若草中防球ネット嵩上げ延長工事
　・櫛形中武道場新築工事（設計）　等
〈Ｈ２３への明許繰越〉
・八田中インターホン改修工事
・若草中トイレ改修工事　　等　26,817千円

3.6

担当課：教育総務課
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小項目 実績 評点 点検評価

公共投資臨時交
付金中学校施設
整備事業

　304,391千円　〈Ｈ２１から明許繰越〉
　平成２１年度経済対策事業である『経済危機対策・公
共投資臨時交付金』により、安心・安全な暮らしの実現及
び防犯・防災強化を図るため、教育施設の耐震化対策
事業等施設整備を実施している。
　・八田中、白根御勅使中武道場建設工事
　・白根巨摩中・甲西中太陽光発電設備工事
　

3.6

学校給食施設整
備事業

　3，837千円
・学校給食施設の備品において老朽化が顕著となって
いるため、緊急性を優先して、単独校・給食センターの
備品を計画的に整備・充実した。
・櫛形北小・豊小　ガス湯沸し器と温水ボイラーを更新し
た。
・若草学校給食センター　器具消毒保管機・冷蔵庫（２０
０Ｖ・１００Ｖ）を更新した。
・今後随時整備をしていく必要がある。
・今後も引き続き食中毒防止に努めていく。

3.6

学校給食施設維
持管理事業

　７1,612千円
・センター３箇所（白根八田・若草・芦安）　自校式８箇所
（小笠原小・櫛形北小・櫛形西小・豊小・落合小・甲西中
大明小・南湖小・櫛形中）の維持管理費
・学校給食の質の維持及び向上を図るため施設設備の
維持管理に努めた。また、食中毒を防止するため施設や
職員の衛生管理に万全を期した。

3.4

担当課：教育総務課
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政策：青少年の健全育成
施策：健全育成支援体制の強化充実

小項目 実績 評点 点検評価

芦安南アルプス
チロル学園運営
事業

　17,942千円
　芦安地区の子どもたちと都市の子どもたちの交流事業
として、また過疎地域の活性化のため小学校４年生から
中学校３年生までの寮生７名を受け入れている事業。
　ハイキングや登山体験のほか、四季折々の地域の祭り
への参加や料理体験、など毎月多くのイベントを実施。
　芦安小中学校の児童生徒数の維持など、その役割は
小さくなってきており、今後のあり方は課題。
　・歳入：入園負担金、学園使用料等4,713千円
　・歳出：臨時職賃金や賄い材料費等17,942千円

3.0

地域活性化対策とチロル学
園の存続について総合的に
検討していく。
事業の目的が果たされてい
るか見直しが必要である。

小項目 実績 評点 点検評価

青少年健全育成
推進事業

1,190千円
・青少年を有害な環境から守るために、青少年育成南ア
ルプス市民会議と協力し市内有害図書自販機・ゲーム
センターの現地調査と書店の指導等を行い環境浄化に
取り組んだ。また、チラシや広報誌を全戸配布し、家庭
や地域に青少年の心の成長・地域活動支援や非行防止
を呼びかけ、青少年の健全育成の推進に取り組んだ。
・白根、若草地区に設置されている有害自販機につい
て、今後も市民の協力を得る中で撤去に向けて取り組ん
でいく。
　　青少年の非行問題に取り組む強調月間チラシ・・７月
上旬
    夏の青少年生活指導要項･･･　７月中旬
　　冬の青少年生活指導要項･･･１２月中旬
　　広報誌「南アルプスの青少年」･･･３月中旬
　　「家庭の日」「青少年を育む日」
　  標語の部最優秀作品のチラシ･･･３月中旬全戸配布

3.5

ジュニアリーダー
養成事業

586千円
・学区内を超えた仲間と、団体活動や集団生活を通して
自立・協同・奉仕の精神を体験的に学習し、ふだん学校
や家庭では得られない経験を体得し、地域の中で指導
力・行動力を持つ頼られるジュニアリーダーの養成と確
保を図った。
　　研修場所：山梨県立八ヶ岳少年自然の家（１泊２日）
　　　　　　　　　　１班　８月１０日（火）～１１日（水）
　　　　　　　　　　２班　８月１７日（火）～１８日（水）
　　参加児童：市内小学６年生　１０５名
  　リ－ダ－ ：ジュニアリーダー養成過程を終了した中学
１・２年生７１名

3.4
ジュニアリーダーに参加した
成果と今後の課題の確認が
大切

担当課：教育総務課

担当課：生涯学習課

　中項目
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小項目 実績 評点 点検評価

各種子ども祭り
開催事業

1,351千円
・祭りをとおして遊びの中で、異年齢の仲間や地域の大
人との交流や親子の絆を深めるとともに、地域の歴史文
化や芸能を伝承することを目的に子ども祭りを開催した。
　甲西子どもまつり７月２７日（火）、櫛形世代間交流フェ
スティバル８月１２日（土）・１１月２７日（土）、芦安子ども
夏祭り７月１１日（日）、白根桃っこ祭り１１月３日（水）、
若草三世代ふれあい祭り１２月１２日（日）

3.4

子どもクラブ親睦
球技大会開催事
業

476千円
・スポーツを通して、健全な体と精神を養うとともに、子ど
もクラブ員相互の親睦を深めることができた。また、中学
生が小学生の面倒を見たりアドバイスすることで指導力
や協調性を学ぶことができた。
　　開催日：平成２２年７月３１日（土）～８月１日（日）
　　男子：ソフトボール（１７ﾁｰﾑ）
　　女子：ミニソフトバレーボール（１６ﾁｰﾑ）

3.2

異年齢の子どもたちが交流
できる機会であるが、毎年参
加チームが少ない。多数の
チームの参加を望みたい。
参加チームの固定化と県大
会に参加できない現状を考
えると検討することも大切

放課後子ども教
室推進事業

813千円
・大明小学校の児童を対象に、大師公民館を安全・安心
な子どもの居場所作りの活動拠点とし、毎週水曜日に地
域の方々の協力を得て放課後子ども教室を実施してい
る。異年齢の子どもたちが自由に遊んだり、スポーツや
工作、体験活動等を通じ友達を増やし、また、地域の大
人と交流することにより、人づき合いや自然にルールを
身につける力を育てている。
・今後も地域が一体となって、子どもたちを見守ることの
できる環境づくりを推進する。
※H２２年度４８回開催　1回あたり平均３０名の参加実績

3.2

地域の子供達の居場所づく
り、人格形成に効果的な事
業である。
大明小の子供たちだけでな
く、他地域にも広げては。

成人式挙行事業

2,444千円
・次代を担う新成人の門出を祝福するとともに、祝い、励
まし、新成人たちにも成人としての自覚と行動をあらため
て意識する機会として成人式を挙行した。
　　実施日：平成２３年１月９日（日）
　　会場：桃源文化会館
　　成人者：８５９名 （参加者７０２名）

2.8

成人者の意識を高めるため
の工夫を更に考えていきた
い。
式のあり方について検討が
必要である。

青少年健全育成
推進団体補助事
業

5,153千円
・次代を担う青少年の健全育成を図るために、多様化す
る青少年問題を考え様々な活動に取り組んでいる諸団
体に対し補助を行った。
　　補助金交付団体
・青少年育成南アルプス市民会議180千円
・６地区青少年育成地区民会議4,537千円
・市子どもクラブ指導者連絡協議会137千円
・南アルプス警察署管内少年補導員連絡協議会299千
円

3.2

担当課：生涯学習課
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小項目 実績 評点 点検評価

国内姉妹都市交
流事業（石川県
穴水町）

662千円
・友好姉妹都市である石川県穴水町との交流を図るた
め、市内の児童を連れて穴水町を訪問した。
　　訪問期間　３泊４日　　訪問児童数　　２０人

3.2

国内姉妹都市交
流事業（北海道
津別町）

191千円
・友好姉妹都市である北海道津別町との交流を図るた
め、津別町の児童の受入れを行なった。
　受入れ期間　２泊３日　受入児童数　　２７人

3.2

国内姉妹都市交
流事業（東京都
小笠原村）

1,086千円
・友好姉妹都市である東京都小笠原村との交流を図るた
め、市内の生徒を連れて小笠原村を訪問した。
　訪問期間　５泊６日　　訪問生徒数　　１５人

3.2

担当課：生涯学習課
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政策：文化づくりの推進
施策：地域資源を活かした地域文化の振興

小項目 実績 評点 点検評価

文化振興推進事
業

8,189千円
・市民の芸術文化の意識の高揚と地域文化の充実と拡
大を図るため市民文化祭及び各種事業を開催した。
・文化講演会事業（演者：森永卓郎　参加者280人）
・市文化協会主催の市民文化祭（5地区開催）、文化講
演会等の開催並びに事務運営費に対して補助金を交付
した。
ふるさと再見ガイドツアー、書道展、囲碁将棋大会等実
施
（文化協会会員　2,325人　）
・市文化協会に所属する専門部（120部程度）の活動費
に対して補助金を交付した。
※補助金は市文化協会に一括補助し、専門部に分配す
る。
・社会教育団体へ補助金を交付し、地域の文化振興の
推進を図った。（太鼓保存会・小笠原長清公顕彰会等）
＊社会教育団体　Ｈ22年度末44団体
・陶芸施設（八田・甲西）及び太鼓の維持管理に努め、
市民の自主的な文化・生涯学習活動が行える環境を整
えた。
・国民文化祭山梨県大会に向け、事前準備を進めるた
めに開催地（岡山県）の視察を行った。

3.4

文化講演会は、市立図書館
の講演会と統合を検討して
みたらどうか。
文化協会の会員減少、高齢
化が進む中、市民の文化活
動の活性化を図る事業推進
に、より一層努力したい。

小項目 実績 評点 点検評価

担当課：生涯学習課

担当課：文化財課

　中項目

8,717千円
　豊かな自然とともに貴重な文化遺産を後世に残すた
め、市内の指定文化財の保護を行った。また、学校教育
や生涯教育と連携しながら文化財の活用及び広報誌等
を通じて啓発事業を実施した。また予てより課題だった
指定看板の町村標示を南アルプス市へ修正した。
○実施事業
・国史跡　将棋頭・石積出、県指定物見塚古墳の維持管
理（草刈等）
・県指定天然記念物　鏡中条ごよう松・宝珠寺の松の害
虫防除事業補助
・文化財防火デーの一環として、六角堂（櫛形地区）、長
谷寺（八田地区）での防災訓練
・指定文化財管理報償金の交付（１３１件）
・長谷寺本堂（国指定）防災設備点検委託補助
・国指定文化財三恵の大ケヤキに薬剤散布及び周辺整
備
・仏像等悉皆調査（継続事業）22年度　報告書の作成
・県指定穂見神社本殿屋根修理事業補助
・市指定木造野中神社地蔵菩薩坐像安置建物修理事
業補助
・指定文化財看板標示65箇所修正
・教育普及事業実施（学校及び一般講座）
　　実施事業１７6事業（前年度１75事業）
　　参加人数8,826人（前年度7,871人）
・普及啓発事業実施
　　広報南アルプス掲載10回
　  南アルプスふるさとメール掲載11回・ＣＡＴＶ放映4回
・南アルプス市フルーツ山麓フェスティバル文化財ブー
スの出展
・インターンシップ受け入れ事業実施（大学生3名　中学
生4名）

4.2

学校への出前講座は教材、
内容、形態等豊富で好評で
ある。郷土の理解を深め、郷
土愛を育てる上での役割を
果たしている。

文化財保護事業
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小項目 実績 評点 点検評価

埋蔵文化財調査
事業

 12,339千円
　埋蔵文化財は、郷土がどのように歴史をたどって成り
立っているかを知る重要な手がかりとなる。本市の埋蔵
文化財についても同様で、重要であり発掘調査と保存に
努めている。
○実施事業
・史跡の保全、公開、活用のため、御勅使川旧堤防用地
取得
（22年度は180.04㎡を取得）
・埋蔵文化財調査及び照会事業：遺跡有無等の照会
582件（前年度626件）、試掘確認調査実施35件（前年度
32件）、工事立会実施87件（前年度61件）、本調査実施
3件（前年度2件）
・体験学習事業：史跡めぐり、土器造り、昔の暮らし体
験、火起し　体験等
・遺跡情報発信案内板設置事業：野牛島（伝承館敷地
内）
・平成２１年度市内試掘調査報告書の作成
・下市之瀬上宮地線建設に伴う発掘調査報告書の作成
・埋蔵文化財等広報資料作成事業：埋蔵文化財ガイド
ブック第１集改訂板、第３集大地の記憶の刊行

3.6

体験学習事業について、よ
り幅の広い年齢層の参加に
つながる事業の推進を再考
していく。

埋蔵文化財調査
受託事業

　11,234千円
埋蔵文化財の調査・記録保存
○実施事業
・私立小学校建設に伴う発掘調査報告書の作成
・白根農道１号線建設に伴う発掘調査
・甲斐芦安拡幅工事に伴う発掘調査
 ・甲西児童館建設に伴う発掘調査等

3.2

ふるさと文化伝
承館運営事業

　8,742千円
　文化財調査事務所（ふるさと文化伝承館・甲西調査事
務所)は、発掘された出土品を保管あるいは展示し、ま
た、発掘調査された遺跡の報告書作成及び出土品の整
理を目的としている。ふるさと文化伝承館については平
成21年6月に開館し、地域の歴史、文化遺産や資源情
報等を収集保管し整理研究しその展示や体験学習など
の教育普及活動の役割と文化施策の中核となる施設と
して活動している。
○実施事業
・ふるさと文化伝承館の維持管理
・文化財の公開展示（鋳物師屋遺跡出土品などの公開
展示）
・体験学習（常時）
・古代物づくり教室の開催
・伝承館で夏まつり（縄文体験を中心としたまつりの実
施）
・小笠原流礼法基礎講座の開催
・甲斐源氏探訪バスツアーの開催
・エントランスでの企画展示（4回実施）
・入館者数　5,572人
・甲西調査事務所の維持管理事業（継続）

3.4

ふるさと文化伝承館は、開
館まもないが、積極的な活
動で存在の周知を図り、成
果を上げている。今後は、ス
タッフの充実を図ることが望
まれる。

担当：文化財課
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小項目 実績 評点 点検評価

安藤家住宅管理
費

　5,630千円
　平成２０年４月１日より保存修復を完了した「安藤家住
宅」が県から南アルプス市に譲与され、管理運営を行っ
ている。
○実施事業
・安藤家一般公開事業：観覧者数7,023人　観覧料他
1,024千円
・展示企画事業：桜井実展、ひな祭り、端午の節句飾り
展等、５件
・各種催事事業：秋祭り、紅葉ライトアップ、お話会等9件
・安藤家の維持管理事業

3.2
ソフト面での努力はすばらし
い。駐車場の整備などハー
ド面での向上も期待する。

きめ細かな臨時
交付金　文化施
設維持事業

　301千円
文化施設維持事業
○実施事業
・ふるさと文化伝承館施設設備修繕（消防設備、昇降機）
・安藤家住宅施設設備修繕（浄化槽、消火栓）

3.2

政策：文化づくりの推進
施策：芸術・文化施設の充実

小項目 実績 評点 点検評価

桃源文化会館維
持管理事業

　182,229千円
・市内の芸術文化の拠点施設である桃源文化会館の施
設維持管理及び事業運営の推進を図り、市民が充実し
た文化活動が行えるように努めた。
・指定管理委託料19,260千円
・人件費７人分補助42,447千円
・電話交換機修繕・ホール下手側階段壁面修繕の実施
・舞台照明設備改修工事（90,363千円）、パイプオルガン
オーバーホール事業（24,360千円）の調査実施
※H22年度利用者数　77,659人

2.8

補助を行っていることにより、
費用対効果の面からの課題
もある。
市民ニーズに対応した企画
を積極的に進める必要があ
る。
企画運営の強化を図るよう
助言すると同時に見直しも
進める。

担当課：市立美術館

美術館運営事業

　24,960千円
・春仙美術館　　　18,701千円
・白根桃源美術館　6,259千円

　美術館の環境を整備し、来館者が気持ちよく作品や施
設(庭等含む)を観覧できるようにする。
また、収蔵作品がよい状態で保管ができるように維持管
理を行う。

3.2
両館のあり方について検討
する時期である。

　中項目

担当課：文化財課

担当課：生涯学習課
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担当課：市立美術館

小項目 実績 評点 点検評価

美術館常設展事
業

　5,591千円

○春仙美術館
　　名取春仙の作品を中心に、同時代に活躍した作家や
現代作家、山梨に縁のある作家の展示を行う。
・展覧会日数：２２９日間
・入館者数   ：３，４１４人
・入館料      ：１４７，５１０円
・春仙美術館主催事業版画講座２日間で１５名
・夏祭り「春仙夏の夕べ」：５０２人
　
○白根桃源美術館
　　郷土作家を中心に展示を行う、付属展示室は市民
ギャラリーとして貸出す。
・展覧会日数：２６９日間
・入館者数   ：２，８５６人
・入館料      ：１４２，８２０円
・付属展示室貸出し日数：１１４日間
・入館者数   ：３，１６４人

3.4

協力会、地域住民との連携
を深め、魅力ある美術館づく
りに、なお一層努力してい
く。夏の夕べの企画は、大い
に評価したい。

美術館企画展事
業

　11,959千円
　多くの市民が優れた作品を鑑賞できるように企画展を
開催する。
　
・春仙美術館企画展事業
　「中辻伸彫刻展～絆に限りなき宇宙を紡ぐ～」
　開催日数：４２日間
　入館者数：１，９０３人
　入館料：１２９，７００円
　美術講演会入館者数：６５人
　触れる彫刻鑑賞会   ：１１４人

3.2
ＰＲ活動に工夫がみられた
が、多くの市民が足を運ぶ
企画展を考えたい。
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政策：スポーツ・レクリエーションの振興
施策：スポーツ・レクリエーションの活動の推進

小項目 実績 評点 点検評価

自主活動団体支
援事業
（南アルプス市体
育協会補助）

 75,795千円
・南アルプス市の体育・スポーツの普及発展並びに市民
の健康増進、体力向上を図っていく中心的な役割を持
つ南アルプス市体育協会に、事業・運営・人件費の補助
を行った。同協会も経費節減に努めている。
・運営費補助5,544千円（事務機器賃借、消耗品、各種
手数料）
・事業費補助16,745千円（市民体育祭、スイミングフェス
ティバル、チビリンピック等）※事業費対前年▲94
・人件費補助53,506千円（事務局長１名、職員９名）※人
件費対前年▲161

3.0 補助に課題もある

自主活動団体支
援事業
（県外スポーツ大
会出場費補助）

 1,235千円
・県外スポーツ大会に出場する南アルプス市体育協会
加盟の個人・団体に対し、交付要綱に基づき補助金を
交付する。
・平成２０年度に要綱を改正し（1/3補助を1/4補助に減
額、予選免除競技には支給しない等）により交付額の圧
縮を図っている。
※補助金交付件数　H19年度→29件　H20年度→13件
Ｈ21年度→17件　Ｈ22年度→17件

3.3

体育指導委員活
動事業

 7,059千円
・スポーツ振興法で規定されている公的な社会体育指導
者である体育指導委員７２名を委嘱し、誰もが気軽に参
加できる軽スポーツ（スポレック）の普及を図るとともに、
ウォークラリー・スポーツラリー・ドッジボール大会等を開
催し、市民の健康増進・体力向上の一役を担った。自主
事業（高齢者を対象とした健康教室）も含めて活発な活
動を展開している。

・スポレック普及教室開催回数24回
・各種大会参加者数ウォークラリー約420人、スポーツラ
リー270人、ドッジボール120人
・健康教室16回
なお、23年度より委員数を58名に減員している

3.5

活動が活発に行われ市民の
健康づくりへの意欲を高め
ている。
市民の健康増進に対する指
導委員の役割は大きいが、
委員数の見直しの時期であ
る。

スポーツイベント
開催事業（桃源
郷マラソン大会）

 14,964千円
・県内外より約6,960人の市民ランナー参加により第8回
桃源郷マラソン大会を開催した。マラソンブームと事務局
の努力により微増ではあるが参加者が増えている。（Ｈ21
年 6,120人）現状の組織体制を維持しながら、限られた
予算内で参加者を増やしている努力は評価できる。
※補助金 H20年度→16,635　Ｈ21年度 →15,587　Ｈ22
年度→14,964（Ｈ21年6,120人　Ｈ22年6,963人　申込増
に伴う参加料の増収により補助金削減となった。）

3.6
県内外に広く知れ渡るイベ
ントに成長した。

　中項目
担当課：生涯学習課
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小項目 実績 評点 点検評価

スポーツイベント
開催事業（市小
中学校ホッケー
交流大会）

1,407千円
・市のスポーツでもあるホッケー競技の普及拡大及び技
術力の向上を目指し、年間を通してコーチを派遣してい
る。小学生交流大会を開催し、男女各優勝チームは福
井県で行われた全国大会に出場した。市内の小中学校
にホッケーの普及に努めているが、拡大までに至ってい
ない状況である。
※コーチ派遣状況：白根地区4小学校延べ　190時間、
同2中学校延べ342時間（当初派遣予定の小48％、中
49％の実施率）

3.2
ホッケーの普及に努めてい
く。

スポーツ活動活
性化事業
（各種スポーツ教
室開催）

6,239千円
・年２期に分け幼児から高齢者までの初心者を対象に、
体力向上・健康増進・生きがい作りを目的に各種スポー
ツ教室を開催した。また、夏季（スイミング）冬季（スキー）
の教室も開催し、１４種目・延べ参加者1,317名となった。
今後も種目を精査しながら市民の要望に応えていく。

3.2
参加者の減少がみられる。
ニーズに対応したスポーツ
教室の企画が望まれる。

政策：スポーツ・レクリエーションの振興
施策：スポーツ・レクリエーション施設の充実

小項目 実績 評点 点検評価

体育施設維持管
理事業（指定管
理に伴う委託事
業）

41,950千円
・白根Ｂ＆Ｇ海洋センター「㈱フィッツスポーツクラブ」　甲
西市民総合グラウンド他１「ＮＰＯトラベッソスポーツクラ
ブ」　櫛形総合体育館他１０「（財）南アルプス市体育協
会」の社会体育施設の管理業務を委託した。
※各体育施設指定管理費用
　白根B&G海洋センター24,000千円、甲西市民総合グラ
ウンド他１施設2,987千円、櫛形総合体育館他10施設
13,314千円

3.1

体育施設維持管
理事業（経常的
な維持・修繕）

6,408千円
・小学校ホッケーゴール等修繕
・若草グラウンド（北側）防球ネット増設工事（Ｈ14.5ｍ　Ｌ
19.5ｍ）4,410千円、櫛形総合体育館駐車場改修工事
（きめ細かな臨時交付金体育施設整備事業）不足額補
正1,797千円

3.2

　中項目
担当課：生涯学習課

担当課：生涯学習課
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